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八
月

三
十
日

雨

　

今
朝

は
S
i
x
 
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n

を
縦
覽

し
た
、
此
S
i
x
 
c
o
l
l
e
c
t
i
o
n

と

い
ふ
の
は
J
a
n
 
S
i
x
と

い
ふ

人
の
後
裔

で
B
a
r
o
n
 
J
.
S
i
x
と

い
ふ
人

に
至
る
ま
で
連

綿

と
し
て
此
處

に
住

ん
で
居

た

の
で

あ

る
、

而
し

て
此
J
a
n
 
S
i
x

は

一
六

一
八
年

に
生

れ

一
七
〇

二
年

に
病
歿

し
た
人

で

、

一
六
九

一
年

以
降
其

死

に
至

る
ま
で
、

ア

ム
ス
テ
ル
ダ

ム

の
區
長

で

あ

つ
た
、
彼

れ
は
美
術
愛
好
者
で

、
其

頃

の
名
匠
R
e
m
b
r
a
d
t

と
は

親

し
く
交
際

を
し

て
居
た
計

り
で
な
く

、
尚

又
其
保
護
者

で
あ

つ
た
、
例

に
よ
り
同
館
内

に
陳

列

せ
ら
れ

て
あ
る
名
畫

を
擧

げ

て
見

や
う

　
P
o
r
t
r
a
i
t
 
o
f
 
B
u
r
g
o
i
m
a
s
t
e
r
 
S
i
x
.

　
　
（
R
e
m
b
r
a
n
d
t）

此
繪

は
主
要

の
顔

は
誠

に
精
巧

の
出
來

で
能
く
整

頓
し

て
居

る
、

又
其
感

じ
も
至
極
上

々
の
出
來

で
あ

る
、
而

し
て
、
其
他

の
部
分

は
極

め
て
粗
ら
く

描

か
れ

て
あ
る

が

其
處

に
又
得
易

か

ら
ざ

る
老
練

の
節

が
窺

は
れ

て
居

る
、
其
色
調
が
誠

に
心
地

よ
く
温
暖
で
、
言
葉

を
以

て
評

の
出
來

ぬ
妙

味

が
あ

る
。

　
P
o
r
t
r
a
i
t
 
o
f
 
J
a
n
 
S
i
x
.

　
　
（
R
e
m
b
r
a
n
d
t）

こ
れ
は

ペ
ン
畫

で

前

の
畫

を
作

る
た

め
に
ぺ

ン
を

以
で
描

か
れ
た

る
草

稿

で

あ
る
。

　
A
n
n
a
 
W
e
y
m
e
r
　

（
R
e
m
b
r
a
n
d
t）

こ
れ

は
J
a
n
 
S
i
x
の
母

の
肖
像
畫

で

あ
る
。

　
J
a
n
 
S
e
x
.

　
　

（
G
.
T
e
r
b
u
r
g
）
 
D
r
.
E
p
h
r
a
i
n
 
B
u
e
n
o
(
R
e
m
b
r
a
n
d
t
s
)
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レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
作
書

中

の
最
小

の
も

の
で

、
薔

の
・

　

八
月

三
十
日

雨

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

の
油
紬
で

あ
る
。

　

今
朝

は

ω
嘲X

O
O
=
Φ
O
酋
O
コ

を
縦
賢

し
た
、
此

ω
醐×
O
O
=
Φ
0
出
0
5

　

　

　
　

周
。
尾
。。
↑
ω
8
昌
Φ
・
　

（
工
O
σ
σ
0
ミ
茜
）

と

い
ふ
の
は

G
餌
コ

ω
一×

と

い
ふ

人
の
後
商

で

ロ0
ρ
「
。
=

し
゜
ω
剛X

と
　

　

　

　

　
ピ
⇒
口
鳥
ω
窪
も
①
・
　

（
」
9
<
餌
5
刀
⊆
<
ω
ユ
P
Φ
一）

い
ふ
人

に
至
る
ま
で
連

綿

と
し
て
此
虚

に
住

ん
で
居

た

の
で

あ

る
、

而
し
　

　

　

　

O
巳

魯
仲営
σQ
亀

。。
仲霞
。・
・　

（」
9
5

ω
言

Φ
∋

）

て
此

も
餌
5

ω
側×

は

一
六

一
八
年

に
生

れ

一
七
〇

二
年

に
病

残

し
た
人
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一
六
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年

以
降
其

死

に
至

る
ま
で
、

ア

ム
ス
テ
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ダ

ム

の
属
長

で
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あ

つ
た
、
彼

れ
は
美
術
愛
好
者
で

、
其

頃

の
名
匠

刀
Φ
3

び
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薗
鼻

と
は
　
　
　
　
　

2
8

日
、包
で
・　

（
「
『餌
5
ω
工
巴
ω
）

親

し
く
交
際

を
し

て
居
た
計

り
で
な
く

、
侮

又
其
保
護
者

で
あ

つ
た
、
例

　

　

　

　

　
（ざ
言

山
①
冒

。
募
目
訂

①
●　

（し
餌
5

α
Φ
00
「
「9
】

に
よ
り
同
館
内

に
陳

列

せ
ら
れ
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あ
る
名
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や
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此
維

は
主
要

の
顔

は
誠

に
精
巧

の
出
來

で
能
く
整

頓
し

て
居

る
、

又
其
感
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ロ
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p
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ω
沖
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Φ
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じ
も
至
極
上

々
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出
來

で
あ

る
、
而

し

ゲ、
其
他

の
部
分

は
極

め
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粗
ら
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旨
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　゚

（
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゜
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工
O
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描

か
れ

て
あ
る

が

其
虎

に
又
得
易

か

ら
ざ

る
老
練

の
節

が
窺

は
れ

て
居
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°
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O
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る
、
其
色
調
が
誠

に
心
地

よ
く
温
暖
で
、
言
葉

を
以

て
評

の
出
來

ぬ
妙

味
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爾
此
外

に
も
数
多

の
謁

が
陳
列

せ
ら

れ
て
、
あ

?

こ
れ
は

ペ
ン
書
で

前

の
書

を
作

る
た

め
に
ベ

ン
を

以
で
描

か
れ
た

る
寛
稿

　

　

　

こ
と
が
出
來

る
、
前

に
記

し
た
る
書

題

の
下

に
構

で

あ
る
。　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
,　
　

　
　
　

　
　
　

傑
作
中

の
尤
物
で

あ

る
。

　

諺
口
雪

ノく
亀

目
霞
　

　
（刀
Φ
∋

び
「
9
5
葺

）
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

悠

々
館
内
を
縦
賢

し
て
居

る
中
書

も
過
き
た
、
、

こ
れ

は

も
9
5

ω
剛×

の
母

の
肯
像

書
で

あ
る
。
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

を
馨

し
、
午
後

は
再
度
昨

日
縦
萱

し
た

刀
覧
《
ω

）

レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
作
畫

中

の
最
小

の
も

の
で

、
畫

の
大

さ
僅

か

に
八
イ
ン
チ

の
油
繪

で

あ
る
。

　
F
o
r
e
s
t
-
s
c
e
n
e
.
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H
o
b
b
o
m
a）

　
L
a
n
d
s
c
a
p
e
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J
.
v
a
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R
u
y
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d
a
e
l

）
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J
a
t
i
n
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o
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e
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(
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S
t
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O
y
s
t
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r
-
p
a
r
t
y
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.
v
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d
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V
e
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G
i
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w
r
i
t
i
n
g
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（
G
.
T
e
r
b
u
r
g
）

　
N
i
c
 
T
u
l
p
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（
F
r
a
n
s
 
H
a
l
s

）

d
e
a
n
 
d
e
 
l
a
 
c
h
a
m
b
r
e
.

（
J
a
n
 
V
e
l
d
e

）

　
B
e
a
c
h
-
s
c
e
n
e
.

　
　

（
A
.
v
a
n
 
d
e
 
V
e
l
d
e

）

S
t
r
e
e
t
-
s
c
e
n
e
.

　

（
J
a
n
 
V
e
r
m
e
e
r

）

　
W
e
d
i
n
g
 
p
r
o
c
e
s
s
i
o
n
.

　
（
J
a
n
 
S
t
e
e
n

）

　
I
n
t
e
r
i
o
r
.

　
　

（
P
.
d
e
 
H
o
o
c
h
）

F
i
s
h
 
m
a
r
k
e
t
.

（
A
.
v
a
n
 
O
s
t
o
d
e）

　
C
a
t
t
l
o
.

　
　
　
（
P
a
u
l
 
P
o
t
t
e
r

）

　
C
o
o
k
.
　
　
（
J
a
n
 
V
e
r
m
e
e
r
）

　
尚

此
外

に
も
數

多

の
畫

が
陳
列

せ
ら

れ
て
あ

つ
て
、
各
其
妙
技

を
窺

ふ

こ
と
が
出
來

る
、
前

に
記

し
た
る
畫

題

の
下

に
横
線
を
劃

し

て
あ
る

の
は

傑
作
中

の
尤
物
で

あ

る
。

　
悠

々
館
内
を
縦
覽

し
て
居

る
中
畫

も
過
き
た
、
或

レ

ス
ト
ラ
ン
で
空
腹を
醫
し
、
午
後
は
再
度
昨
日
縱
覽
し
た
R
y
k
s
 
m
u
s
e
u
m
を
見
直



し
た
。

　

今
夕
六
時

三
十
七
分
發

の
汽

車
で
B
e
r
l
i
n

へ
徃
く

豫
定
で

あ
る
か

ら
、
ホ
テ

ル
に
歸

り
準
備

に
取
り

か
ゝ

つ
た
、
偖

赤
毛
布

の
氣

樂
さ

に
は

鞄

一
、
手
提

一
、

毛
布

一
、

こ
れ
位

の
引
越
荷
物

で
あ

る
か
ら
出
發

も
甚

だ
容
易
で
、
其

の
上
此

地

に
は
知
己

と
て
も
な
け
れ
ば
逡

迎

の
者
も
來
ぬ

誠

に
ノ

ン
キ
至
極

な
も

の
で

あ

つ
た
。

　

さ

て
時
刻

は
來

た
、
列
車

は
動
き
始

め
た
、
此
前
後
か

ら
雨
は

又
盛

ん

に
、
盆

を
く

っ
が

ヘ
し
た
と

い
ふ
有
樣

で

、
折

々
霹
靂

の
響

も
聞

こ
え

る
、

酷
暑
中
驟

雨

に
連

れ
て
雷
鳴

を
聞
く

の
は
中

々
爽
快

で
興

味
あ

る
も

の
で

あ
る
が
、
車
中
で

は

一
向

爽
快
で

も
何

で
も
な

い
、
車

窓

は
開

け
ら

れ
ぬ
、

蒸

し
暑

つ

い
の
と
、
汗
臭

い
の
で
隨

分
困

つ
た
、
汽

車
は

久
數

暗

夜
を
駛

走

つ
て
居
た
が

、
モ
ゥ
國
境

に
來

た
と
見
え

る
、
此
停

車
場

は
S
t
e
n
d
a

と

い
ふ
所
で
あ

つ
た
、
汽

車

が
着

く
と
間

も
な
く
例

の
税
關
吏

は
車
内

に

這

入
て
來

て
乗

客

の
荷
物

を
檢

査

し
た
。

　

八
月

三
十

一
日

　
雨

　

午

前
六
時

三
十
分
汽

車

は
B
e
r
l
i
n

に
着

い
た

。
曾

て
出
發

前

、
伯

林

に
徃

つ
た
な

ら
ば
日
本
人

の
常

に
宿
泊

し
て
居

る
下
宿
屋

が
あ

る
か
ら

と

て
、
或
友
人

が
深
切

に
添
書

を
認

め
て
呉

れ
た

の
を
持

つ
て
居

る
、
兎

に
角
其
家

に
徃

く

こ
と
ゝ

定

め
て
置

い
た

の
で

、
停

車
場

に
着

く

と
直

に

馬

車
を
命

じ
て
、
指

定

の
家

に
着

け
さ

せ
た

、
下
宿

に
徃

く
道
す

が
ら
、

吾

々

一
行

の
心

に
は
言

ひ
合
さ

ね
ど
、
此
家

の
人

々
は
、
平
素

日
本
人

に

接

し
て
居

る
か
ら

日
本

人

の
氣

心
も
知

つ
て
居

や
う
、
日
本

語
は
片
言
交

り
位
で
も
解

る
で

あ
ら
ふ
、
よ

し
日
本

語
を
解

せ

ぬ
迄

も
英

語
か
佛

語

は

少

し
は
話

せ
る
で

あ
ら
ふ
、

と

の
空
想

を
持

つ
て
居
た

の
で

あ

る
、
偖

、

馬
車
が
入

口
に
横

付

け
に
せ
ら
れ
た
、

一
行

は
馬
車

を
降

り
て
荷
物

は
入

口
の

一
隅

に
纒

め
馬
車
賃

を
支
拂

ひ
、
打

揃

ふ
で

二
階

に
上

が

つ
た
、
入

口
の
扉

に
は
か
ね
て
聞

い
て
居

た
姓

名
が
眞

鍮

の
名
札

に
鐫

り

つ
け
ら
れ

て
あ
る
、

ベ
ル
を
鳴

ら
し
案
内

を
請

ふ
た

、
間

も
な
く
、
十

八
九

に
も
な

ら

ふ
と
思
は
れ

る
太
く
短

か

い
愛
嬌

の
あ

る

一
人

の
下
婢

が
出

て
來

た

か

ら

、
簡
單

に
英
語
で
來
意
を
語

リ
、
か
ね

て
友
人

よ
り
與

へ
ら
れ

た
添
書

を
手
渡

し
た

、
下
婢

は
頻

り
に
、
吾

々
に
解

ら

ぬ
獨

乙
語

で

シ
カ

モ
最

も

早

口
に
、
何

か
ベ
チ
ヤ
ベ
チ
ャ
い
ふ
て
居

る
が

、
雀

が
囀
づ

て
居

る

の
か
、

驟
雨

の
時

の
雨

だ
れ

の
音

か
、
何

ん
だ
か

ト
テ

モ
解

ら

ぬ
、
其
中

に
下
婢

は
添
書

を
持

つ
て
奥

へ
這
入

て
徃

つ
た
か
ら
、
此
次

は
お
神

か

そ
れ
と
も

此
家

の
誰
か
ゞ

出

て
來

る
で

あ
ら

ふ
、
さ

う
し
た
ら
ば
、
詳

し
く
判

か
る

か
ら

と
、
待
構

ヘ
て
居

つ
た
、
暫
時
す

る
と
、
再
度

以
前

の
下
婢

が
出
て

來

て
、

又
囀

り
を
始

め
た
、
併

し
矢
張
り

解
か

ら
ぬ
、
例

令

へ
出
來

る
丈

け
静

か

に
落
付

い
て
話
し

て
呉

れ
た
と
て
解

か
る
氣
遣

い
は
な

い
の
で

あ

る
、
下
婢

も
あ

ま
り
わ
か
ら

ぬ
田
舎
漢

共
だ

と
思

ふ
た
か
、
其
儘
階

段
を

降
り

て
表

の
入

口
を
出

て
徃

つ
た
、

サ
ー
か
う
な

る
と
、
何
が
ど
う
成

つ

た

の
か
少

し
も
解

か
ら

ぬ
、
互

に
顔
を
見
合

せ
て
居
た
、
さ

て
暫

ら
く
待

つ
て
居

る
と
、

下
婢

は
吾

々
の
方

ヘ
向

つ
て
上

つ
て
來

た
、
續

い
て
我
同

胞

ら
し

い

一
人

の
ヤ
ン
グ
ゼ

ン
ト

ル

マ
ン
も
來

ら
れ

た
、
茲

に
至

つ
て
稍

其
眞
意

を
了
解
す

る

こ
と
が
出
來

た
、

こ
れ
は

い
ふ
迄
も

な
く
吾

々
旅

客

は
唖

同
然

の
者

共
で
あ

る
か
ら
、
同

種
族
で
獨

乙
語

の
話

せ
る
人
を
連

れ

て
來

た
な

ら
ば
話

は
悉
皆
解

か
る
で

あ
ら

ふ
、
と

下
婢

が
氣
轉

を

き
か

せ



た

の
で
あ

る
、
先

づ
ヤ
ン
グ
ゼ

ン
ト

ル

マ
ン
は

一
禮

の
後

、
貴

君
等

は
何

の
御

用
で
御
來
訪

に
な
り
ま

し
た
か

、
私

は
何
某

と
申
す

者
で
、
唯

今
此

下
婢

が
鳥
渡
來

て
呉

れ
と

い
ふ
の
で
、
か

ね
て
此
家
は
知

り
合
で
も
あ
り

ま
す

か
ら
取

り
敢

へ

ず
参

り
ま
し
た
、

と
、

大

に
禮

儀
を
以

て
語
り

出
で
ら

れ
た
、

風
采

か

ら
見
て

も
世
慣

れ

た
立
派

な

態

度

で

あ

る
、
吾

々
は
甚

だ
恐
縮

し
た
が
、
先

づ
來
意

を
告

げ

た
、
す

る
と
、
此

ヤ
ン
グ
ゼ

ン
ト

ル

マ
ン

は
委
細

の
模
樣

を
前

の
下
婢

に
通
ぜ

ら

れ

た
、
下
婢

は

一
切
承
知
で

部

屋

の
都
合
を

し

て
呉

れ
た
、

こ
れ

か
ら
荷
物

を
階
上

に
搬

こ
ぶ
や
ら

大

に
奔
走

を

し
て
呉
れ
た
主
ヤ

ン

グ
ゼ

ン
ト

ル

マ
ン
は
、
吾

々
の

唖
旅

行
を
氣

の
毒

に
思

は
れ
、
何

ん
で
も
御

用

か
あ

ら

ば

御
遠
慮

な
く
御

話

し
下
さ

い
、
身

に
叶

ふ
こ

と
は
何
ん
で

も
致

し

ま

せ
う

と
、
地
獄
で
佛

と
は
全

く
此

の

如

き
場
合
を

い
ふ

の
で

あ
ら

ふ
と
思

ふ
た
、
お
蔭

で
悉
皆

の
意
味

も
下
婢

に
解
か

つ
た

の
で

あ

る
か

ら
別
段

お
願
す

る

こ
と
も
な

い
が
試

に

此
家

の
お
神

だ

の
家
族

の
人

々
は
何
故

出
て
來

ぬ

の
か

と
問

ふ
た
れ
ば

、
息

子

は
此
頃
旅

行

中
で

あ

る
が
兩

三
日

の
中

に
は
歸

宅
す

る
筈

で
あ

る
、

又
お
神

は
早
朝

か
ら
用

達

し
に
出
懸

け
た
が
晩

景

に
は
歸

つ
て
來

る
と

い
ふ
こ
と
が
詳

細

に
判
か

つ
た
、
都

合

の
惡

い
時
は
す

べ
て
こ
ん
な
も

の
で
あ

る
、
併

し
此
處

の
息

子

は
英
語
が
話

せ
る
と

い
ふ
こ
と
を
聞

い
た
時
は
、
餘

程
な

つ
か
し
く
感

ぜ
ら
れ
た
、
偖

ヤ

ン
グ
ゼ

ン
ト
ル

マ
ン

に
深
く
其
厚
意

と
盡

力

と
を
謝
し

た
れ
ば
、
又
御
用
が
あ

ら
ば
使
を

お
遣

し

に

な
れ
ば
何

時
で
も
参
り

ま

す

と

い
ふ
て
、
歸

宅

さ
れ

た
。

　
此
家

に
は
不
斷

我

同
胞

の

二
人

や
三
人

は

宿
泊

し
て
居
ら
れ

る

と

い
ふ
こ

と

で

あ

る

が
、
時

は
恰
度
盛
夏
で

あ

る
か
ら

市
街

に
住

ん
で
居

る
人

々
の
多

く

は

彼
處

此
處

と
涼
敷

地
方
を
擇

ん
で
旅
行

を
し
て

居

る
、
此
家

の

宿
泊

者
も
悉

皆
今

は
留

守
で

あ

つ
た
か

ら
、

何
處

な
り

と
も
好

き
な

部

屋
を

取
れ

と
は
、

下
婢

の
御
深
切

な
る
言
葉

で

あ

つ
た
が
、
何

れ

の
部
屋
を
見

て
も
、
室
を
借

り
て

居

る
あ

る
じ

の
諸
道

具
類

は
陳

列

せ
ら

れ

た
る
儘
で

あ

る
か

ら
、
無
斷

で
借

主

の
あ

る

室

に
闖

入

し

て
居

る
譯

だ
、

こ
れ

は
我
輩
等

に
は
甚
敷

き
不
愉

快
で

あ

つ
た
、
併

し
又
改

め
て

他

に

引

移

る
と

い
ふ
の
も
、
誠

に
氣
の

毒

な

感

じ

も
す

る
か
ら
、
遂

に
此
處

を

一
行

の
宿
泊

所

に
定

め
た
、
室

の
主

人
公

に

逢

つ
た
曉

に
は
、
無
斷

で
闖

入
し
た
罪
を
謝
す

る

こ
と

に
決

し
た

の
で
あ

る
が

、
隨

分

心
細

い
次
第

で

あ
る
、

下
婢

は
吾

々
唖
同
然

の
旅

行
者
を
氣

會覽 展 部 支濵 横



の
毒

に
思

ふ
た
が
、
屡

、
部
室

を
見
舞

て
呉
れ

て
、
何
が
用
事

か
あ
ら
ば

足

し
て
進

せ
よ
う

と

い
ふ
樣

子
で
あ

る
、
世

間

に
は
鬼

は
居

ら

ぬ
、
例

令

片

言
雙

語

た
り

と
も
御
禮

の
言
葉
を
彼

女

に
言

ふ
て
遺

れ
ば
、
彼
女
も
定

.

め
て
滿

足
す

る
で
あ

ら

ふ
と

は
毎

度
思

ふ
た
が
、
噫

悲
矣

哉

、
唖
!

　
宿

所
も
漸

く
定

だ
ま

つ
た

の
で

、

こ
れ

か
ら
齋
藤

君
を
訪
間

し
や
う

と

下
村

氏
が
言

ひ
出
し

た

（
此
齋
藤

君

と

い
ふ
人

は
有
名

な
る
勤
勉

家
で
又

最

も
謹

嚴
を
以

て
聞

こ
え

た
敎

育
家
で
あ

る
）

か
ら
相
携

て
同
君
を
訪
問

し
た
が
、
あ

い
に
く
御

不
在

で
あ

つ
た
、

そ
れ
で

は
と
暫

く
市
街

の
見
物

を
始

め
た

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　
伯

林

の
位
置

だ

の
地
勢

の
如
き

は
誰
れ
で
も
知

つ
て
居

ら

る
ゝ

か
ら
省

い
て
お
く
、
又

こ
れ
等

の
こ
と
を
説
く

の
は
我
輩

等
赤

毛
布
者

流

の
ガ
ラ

で
な

い
、
兎

も
角
市
街

は
よ
く
整
頓

し

て
居

る
、
交

涌
機
關

は
誠

に
便
利

で

、
電
車

は
四
通
八
達
で
あ

る
、
此
點

は
恰

か
も
我
東
京
市

の
便

利
な

る

に
似
通

ふ
て
居

る
が
、
人
を
曳
き
倒

し
た
り
、
停
電

し
た
り
時

に
荷
車

な

ど

に
衝
突
し

た
り
す

る
點

は
、
我
輩

は
調
査

し
た
譯

で

は
無

い
か
ら
判

然

せ
ぬ
が

、
あ
ま
り

耳

に
し
な
か

つ
た
、
伯
林
市
街

の
中
で
、
何
處

が
最
も

廣

く
て
美

く
し

い
通

り
で

あ
る

か
と
問

へ
ば

、
誰

れ
で
も
先
づ
U
n
t
e
r

d
e
n
 
L
i
n
d
e
n

と
答

ヘ
る
、

こ
の
ウ

ン
テ

ル
デ

ン
リ

ン
デ

ン
と

い
ふ
大

通

り
は
當

市
大
通
り
中
で

こ
れ

に
匹
儔

す

る
だ
け

の
廣

い
通

り
が
な

い
、

又
其
通

り

の
兩
側

に
菩
提
樹

を
竝

べ
植
え

ら
れ
て
あ

る
か

ら
、

か
く
名
付

た

の
で

あ

る
と
は
、
或
物

知
り

か
ら
聞

い
た
話
で
あ

る
、

こ
れ
等

の
こ
と

は
我
輩
如
き
赤

毛
布
順
禮

が
言

は
ず

と
も
諸

君
は
先

刻
御

承
知

の
筈
で

あ

る
、

町
見
物

に
付

い
て
も
書

く

こ
と
は
數

多
あ

る
が

、
茲

に
は
省

い
て
置

く

。

　

一
時

間
餘

、
最
も
繁
華

で
旦
最
も
整

頓
し
て
居

る
此
處

、
彼
處

と
見
物

を

し
て
、
再
び
前

の
齋
藤

君
を
訪

ふ
て
、
暫
時

の
間

種

々
の
談

話

に
耽

つ

て
居
た
が
、
終

に
こ
れ

か
ら
動
物

園
を
縦
覽

し

や
う

と

い
ふ

こ
と

に
相
談

が
纒
ま

つ
た
、
此
度

は
齋
藤
君

が
御
案

内
を

し
て
下

さ
る

の
だ

か
ら
朽

面

棒

を
振

る

こ
と
は
な
く
誠

に
安
神

な
も

の
だ
。

　
動
物

園
、

一
人
前
大
枚

一
馬
克

の
入
場
料

を
拂

ふ

て
動
物
園

ヘ
這

入

つ

た

、
此
處

は

一
八
四
四
年

に
開
園

せ
ら

れ

た
と

い
ふ
事

で
あ

る
、
世
界
普

通

の
動

物

の
種
類

を
網

羅

し
て
居

る
ば
か

り
で

は
な
く
、
珍
奇
な

る
動
屬

も
誠

に
夥

だ

し
く
、
恐

ら
く
他

の
動

物
園
内

で
は
見
る

こ
と
も
出
來

ぬ
で

あ

ら

ふ
と
迄
思

は
れ

た
も

の
も
飼
養

し

て
居

る
、
園
内

は
巧
み
に
道

を
拓

ら

い
て
あ

る

の
で
、
順
序

よ
く
見
物

が
出
來

て
、
其

上
數

多

の
縦
覽

者

を

入
場

せ
し

む
る
こ

と
が
出
來

る
、
又
時
と

し

て
は
、
午
後

は
奏
樂

の
催
ふ

し
も
あ

る
、
一
行

は
其
善
美

を
盡

し
た
る

に
感

服

し
悠

々
見
物

を
畢

ヘ
た
、

チ

ト
運
動
が
過

ぎ
た
と
見
え

て
皆

大

に
空

腹
を
感

し

て
來

た
か
ら

日
本
倶

樂

部

に
往

つ
て
、
久
方
振

り
で

日
本

食

を
命
じ
た
、
日
本
を

出

て
か
ら
米
、

英

、
佛

、
白
等

の
國

々
で

日
本
食

の
馳
走
を
受

け
た
事
も
屡

あ

つ
た
が
、

鰻

の
蒲
焼

、
刺

身
な

ど
は
、
未

だ
曾

て
目
に
觸

れ
た

こ
と
も
な
か

つ
た

の

で

、
其

味

は
又
格

別
で
あ

つ
た
、
鼓

腹
撃
壌
太

平
を
謳

ふ
な

ど
ゝ

い
ふ

の

は
、
此
邊

の
場

合
を
形
容
し

て

い
ふ
べ
き
で

あ
ら

ふ
。


